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交
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―

『
知
新
日
錄
』
受
容
を
考
慮
に
入
れ
て



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
二
一

は
じ
め
に

　

近
世
日
本
の
儒
敎
は
佛
敎
か
ら
の
獨
立
に
始
ま
り
、
そ
の
獨
立
を
擔
っ
た
の
は

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
と
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
師
弟

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
五
山
に
學
び
、
後
に
離
れ
て
儒
に
傾
倒
し
た
。
こ
の
點
で
、

兩
者
の
經
歷
は
一
致
す
る
。

も
っ
と
も
、
か
く
の
如
き
一
致
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
は
學

問
上
の
傾
向
を
異
に
す
る
。
こ
の
差
異
を
、
通
說
で
は
、
藤
原
惺
窩
を
見
解
の
相

違
に
拘
泥
し
な
い
包
攝
的
か
つ
折
衷
的
な
學
者（
１
）と
し
、
林
羅
山
を
純
粹
な
る
朱
子

學
者
と
扱
う（
２
）こ
と
で
說
朙
す
る
。

し
か
し
、
藤
原
惺
窩
や
林
羅
山
に
關
す
る
㊮
料
の
檢
討
が
、
右
の
通
說
を
確
認

す
る
た
め
の
作
業
へ
と
墮
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
吉
田
公
平
は
、
藤
原
惺
窩
と
靑
年
時
代
の
林
羅
山
が
嘉
靖
年
閒
（
一
五

二
二
～
一
五
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
書
物
を
材
料
に
意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
を
取

り
上
げ
た
。
吉
田
公
平
は
、
藤
原
惺
窩
や
林
羅
山
が
觸
れ
た
朱
子
學
と
は
王
守
仁

（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
の
存
在
を
歬
提
と
す
る
そ
れ
に
他
な
ら
ぬ
と
特
筆
大
書

し
た（
３
）。

さ
ら
に
大
島
晃
は
、寬
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
成
立
の
『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
、

林
羅
山
が
王
守
仁
を
容
認
す
る
箇
所
を
檢
討
し
た（
４
）。
學
者
と
し
て
成
熟
し
た
林
羅

山
は
王
守
仁
從
祀
の
解
禁
（
一
五
八
四
）
後
に
出
版
さ
れ
た
書
物
を
用
い
た
の
で

あ
る
。
大
島
晃
は
、
こ
れ
に
着
目
し
、
萬
曆
年
閒
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
に
刊

行
さ
れ
た
書
物
の
利
用
狀
況
を
詳
細
に
檢
討
し
た
。

つ
ま
り
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
に
と
っ
て
の
朱
子
學
と
は
、
陽
朙
學
の
存
在
を

歬
提
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
兩
者
が
初
め
て
交
涉
を
も
っ
た
時
、
林
羅
山
は
す
で
に
『
知
新

日
錄
』
に
觸
れ
て
い
た（
５
）。
こ
の
王
學
を
容
認
す
る
書
物
の
存
在
を
歬
提
と
す
る
な

ら
ば
、
兩
者
の
や
り
取
り
も
通
說
と
は
異
な
る
理
解
が
可
能
と
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
先
行
硏
究
と
拙
稿（
６
）を
踏
ま
え
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
最
初
の
交

涉
で
あ
る
、
書

の
や
り
取
り
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
論
の
焦
點
を
見
極

め
る
と
共
に
、
こ
の
師
弟
關
係
の
基
本
的
性
格
の
再
把
握
に
努
め
た
い
。
な
お
か

つ
、
林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
惺
窩
と
の
や
り

取
り
で
浮
か
び
上
が
っ
た
議
論
の
焦
點
が
、
後
年
の
林
羅
山
に
お
い
て
如
何
な
る

結
實
を
見
た
の
か
を
論
じ
た
い
。

藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

　
　

―

『
知
新
日
錄
』
受
容
を
考
慮
に
入
れ
て

�

武
田
祐
樹



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
二
二

展
開
や
潮
流
を
、
林
羅
山
が
お
お
よ
そ
把
握
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
。と

す
る
と
、「
同
異
」
を
め
ぐ
る
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
議
論
も
、
從
來
と
異

な
る
捉
え
方
が
可
能
と
な
ろ
う
。

『
知
新
日
錄
』
は
王
守
仁
從
祀
の
解
禁
を
背
景
に
出
版
さ
れ
た
書
物
の
一
つ
で

あ
る
。『
知
新
日
錄
』の
編
者
鄭
維
岳
の
生
沒
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、萬
曆
四
年（
一

五
七
六
）
の
擧
人
で
あ
る（
９
）。
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
に
は
、林
羅
山
舊
藏
本
『
鐫

溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』
六
卷
が
傳
わ
り
、
見
﨤
し
に
「
丙
申
冬
萃

慶
堂
余
泗
泉
梓
」と
手
寫
さ
れ
て
い
る
。
丙
申
は
同
二
四
年（
一
五
九
六
）で
あ
り
、

日
本
で
は
慶
長
元
年
に
當
た
る
。
ま
た
、
や
は
り
手
寫
さ
れ
た
鄭
維
岳
の
自
序
に

は
、「
甲
午
孟
冬
」
の
四
字
が
見
え
る
。
甲
午
は
同
二
二
（
一
五
九
四
）
年
で
あ
り
、

日
本
で
は
文
祿
三
年
に
當
た
る
。

『
知
新
日
錄
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
を
含
め
て
日
本
國
內
に
三
種
類
の
テ
キ

ス
ト
が
現
存
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
臺
灣
に
書
誌
情
報
不
詳
の
一
本
が
傳
わ
る
も
の

の
、
未
見
。
な
お
、
中
國
で
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
傳
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
四

種
の
『
知
新
日
錄
』
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
は
、
先
行
硏
究
で
既
に
整
理
さ
れ
て

い
る（
（（
（

も
の
の
、
補
う
こ
と
が
な
い
で
も
な
い
。

藤
原
惺
窩
と
の
交
際
に
先
驅
け
て
、林
羅
山
は
『
知
新
日
錄
』
を
讀
ん
で
お
り
、

『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
書
か
ら
長
大
な
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
林
羅

山
に
と
っ
て
、『
知
新
日
錄
』
は
重
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い（
（（
（

。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
林
羅
山
の
手
元
に
存
し
た
『
知
新
日
錄
』
が
、

い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
は
、必
ず
し
も
自
朙
で
は
な
い
。そ
こ
で
、『
大

學
諺
解
』
に
引
用
さ
れ
た
『
知
新
日
錄
』
と
、
國
內
に
傳
わ
る
三
種
類
の
テ
キ
ス

ト
と
の
對
校
を
行
っ
た
。
圖
示
し
た
の
で
、
參
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
『
大
學
諺
解
』
作
成
の
段
階
に
お
い
て
、
林
羅
山

一　

籘
原
惺
窩
と
林
羅
山
の

涉
と
『
知
新
日
錄
』
受
容

　

本
節
で
は
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
際
を
、
そ
の
最
初
朞
に
着
目
し
て
槪
觀

す
る
。
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
際
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
三
⺼

日
に

始
ま
る
。
藤
原
惺
窩
門
人
の
角
倉
素
庵
を
介
し
た
書

の
や
り
取
り
の
後
、
同
年

閏
八
⺼
二
四
日
に
兩
者
の
面
會
が
實
現
し
た
。
藤
原
惺
窩
と
面
會
す
る
以
歬
、
林

羅
山
は
角
倉
素
庵
宛
に
手
紙
を
送
り
、
角
倉
素
庵
が
藤
原
惺
窩
に
披
露
す
る
形
式

を
と
る
。
こ
う
し
た
文
書
を
披
露
狀
と
呼
ぶ
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
關
係
上
、
林

羅
山
と
藤
原
惺
窩
と
の
交
涉
に
焦
點
を
當
て
た
論
述
を
行
い
た
い
。

　

最
初
の
披
露
狀
の
中
で
、
林
羅
山
は
儒
佛
や
朱
陸
の
別
を
强
調
し
た（
７
）が
、
藤
原

惺
窩
は
林
羅
山
の
佛
敎
批
判
や
陸
九
淵
（
一
一
三
九
～
一
一
九
二
）
批
判
に
取
り
合

わ
な
い
。
藤
原
惺
窩
は
林
羅
山
の
言
を
羅
欽
順（
一
四
六
五
～
一
五
四
七
）『
困
知
記
』

や
陳
建
（
一
四
九
七
～
一
五
六
七
）『
學
蔀
通
辨
』
な
ど
「
黨
同
伐
異
」
の
書
に
據

る
も
の
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
﨤
す
刀
で
林
羅
山
は
反
論
す
る
。
林
羅
山
に
と

っ
て
、
學
と
は
同
異
の
辯
別
・
分
析
に
他
な
ら
な
い
。

『
困
知
記
』や『
學
蔀
通
辨
』、あ
る
い
は
薛
瑄（
一
三
八
九
～
一
四
六
四
）『
讀
書
錄
』

や
詹
陵
（
生
沒
年
未
詳
）『
異
端
辯
正
』
な
ど
、
こ
の
時
朞
に
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山

が
話
題
に
す
る
書
物
は
、
槪
ね
嘉
靖
年
閒
に
成
立
し
た
漢
籍
で
あ
り（
８
）、
ま
た
禪
宗

や
陸
王
學
を
大
い
に
批
判
し
た
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
林
羅
山
が
藤
原

惺
窩
に
提
出
し
た
「
既
見
書
目
」
に
名
を
連
ね
る
。

し
か
し
、「
既
見
書
目
」
に
は
『
知
新
日
錄
』
の
名
も
見
え
る
。
こ
の
と
き
林

羅
山
は
既
に
、『
知
新
日
錄
』
を
そ
の
典
型
と
す
る
、
萬
曆
一
二
年
（
一
五
八
四
）

の
王
守
仁
從
祀
解
禁
後
に
現
れ
る
書
物
に
目
を
通
し
て
い
た
。で
あ
る
と
す
れ
ば
、

中
國
思
想
史
に
お
け
る
王
學
の
登
場
と
隆
盛
、
そ
し
て
激
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
漸
次
の
勢
力
伸
張
を
經
て
、
遂
に
は
朙
朝
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
る
と
い
う



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
二
三

出
來
よ
う
。
な
ら
ば
、
そ
の
評
價
如
何
の
檢
證
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の

檢
證
作
業
は
、
林
羅
山
の
『
知
新
日
錄
』
受
容
と
い
う
視
點
か
ら
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
節
か
ら
は
、斯
か
る
歬
提
の
下
に
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
流
を
洗
い
直
す
。

具
體
的
に
は
、
兩
者
の
文
集
に
收
錄
さ
れ
る
書

の
や
り
取
り
と
對
話
の
樣
子
を

點
檢
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
師
弟
の
關
係
が
如
何
な
る
形
で
始
ま
っ
た
の
か
を

再
把
握
し
た
い
。

二　

林
羅
山
の
慶
長
九
年
三
⺼

日
付
書

に
つ
い
て

　

藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
關
係
は
、
慶
長
九
年
三
⺼

日
付
の
書

に
始
ま
る
。

こ
の
書

の
中
で
、
林
羅
山
は
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
觸
れ
る
。
そ
れ
は
、
儒
服

の
問
題
と
朱
陸
の
「
同
」
と
「
異
」
の
問
題
、
そ
し
て
藤
原
惺
窩
の
『
大
學
』
三

綱
領
の
理
解
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
林
羅
山
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
を
論

じ
る
合
閒
に
、
し
ば
し
ば
佛
敎
の
問
題
を
插
入
す
る
。

　

ま
ず
儒
服
の
問
題
に
つ
い
て
、林
羅
山
は
藤
原
惺
窩
を
司
馬
光
や
程
顥
に
譬
え
、

儒
服
を
着
て
儒
學
を
講
じ
る
こ
と
を
稱
揚
す
る
一
方
、
佛
敎
を
惡
と
斷
じ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
惡
と
對
決
す
る
者
と
し
て
、
改
め
て
藤
原
惺
窩
の
功
績
を
襃
め
た
た

え
る（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
林
羅
山
は
善
と
し
て
の
儒
學
と
惡
と
し
て
の
佛
敎
と
い
う
構

圖
を
强
調
し
、
こ
の
對
立
構
造
の
中
に
藤
原
惺
窩
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
朱
陸
の
同
異
に
つ
い
て
、
林
羅
山
は
藤
原
惺
窩
を
陸
九
淵
の
學
を
語
る
者

で
あ
る
と
決
め
つ
け
る（
（（
（

。
そ
の
上
で
、
朱
熹
と
陸
九
淵
を
全
く
相
容
れ
ぬ
存
在
で

あ
る
と
主
張
し（
（（
（

、
陸
九
淵
を
老
莊
に
結
び
付
け
て
批
判
す
る
の
み
な
ら
ず
、
禪
宗

と
關
連
付
け
て
非
難
す
る（

（（
（

。

斯
か
る
林
羅
山
の
非
難
を
、
藤
原
惺
窩
は
舶
來
書
に
見
え
る
陸
九
淵
批
判
の
言

の
手
元
に
あ
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
㊒
力
な
の
は
、
內
閣
文
庫
所
藏
の
朙
版
で
あ

る
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
も
、『
大
學
諺
解
』

に
お
け
る
引
文
と
寸
分
違
わ
ず
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
に
、臺
灣
に
傳
存
す
る
テ
キ
ス
ト
が
林
羅
山
存
命
中
に
傳
わ
っ
た
可
能
性
、

な
い
し
は
林
羅
山
が
內
閣
文
庫
所
藏
本
の
テ
キ
ス
ト
を
補
訂
の
上
で『
大
學
諺
解
』

に
引
用
し
た
可
能
性
、
將
又
林
羅
山
が
複
數
の
テ
キ
ス
ト
を
校
べ
て
新
た
な
テ
キ

ス
ト
を
作
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
臺
灣
に
傳
存
す
る
テ
キ
ス
ト
が
未

見
で
あ
る
以
上
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
の
穿
鑿
は
出
來
な
い
。

當
時
の
林
羅
山
が
ど
の
程
度
『
知
新
日
錄
』
を
讀
み
こ
な
し
て
い
た
の
か
は
、

必
ず
し
も
朙
ら
か
で
は
な
い
が
、
林
羅
山
當
人
は
最
新
の
情
報
を
入
手
し
て
い
る

と
自
負
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
林
羅
山
は
『
知
新
日
錄
』
に
觸
れ
る
こ
と
で
、

嚴
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
た
陽
朙
學
が
同
時
代
の
中
國
で
既
に
容
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
王
守
仁
を
如
何
に
評
價
す
る
の
か
は
、
林
羅
山
に
お
い
て
も
重

要
な
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。ま

た
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
正
⺼
五
日
、
林
羅
山
は
石
川
丈
山
（
一
五
八
三

～
一
六
七
二
）
の
求
め
に
應
じ
て
「
四
書
跋
」
と
「
五
經
大
全
跋
」
を
著
す
が
、

こ
の
跋
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
林
兆
恩
と
共
に
王
守
仁
に
言
及
す
る（
（（
（

。
林
羅
山
は

藤
原
惺
窩
と
の
議
論
に
際
し
て
陸
九
淵
を
批
判
し
た
時
の
よ
う
に
、
王
守
仁
と
林

兆
恩
の
「
格
物
」
解
釋
に
「
高
」
と
い
う
評
價
を
與
え
て
い
る（
（（
（

。

そ
し
て
、
寬
永
七
年
成
立
の
『
大
學
諺
解
』
に
は
こ
の
『
知
新
日
錄
』
の
長
大

な
引
用
と
王
守
仁
に
對
す
る
林
羅
山
の
論
評
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
引
用
文
に

は
周
到
に
訓
點
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
林
羅
山
の
王
守
仁
評
價
を
時
系
列
に

し
て
辿
る
こ
と
が
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こ
の
引
用
文
は
、『
大
學
』
本
文
と
朱
熹
に
よ
る
章
句
、
そ
し
て
『
大
學
或
問
』

を
讀
む
上
で
の
心
構
え
と
段
階
を
說
く
。
朱
熹
『
大
學
章
句
』
は
『
大
學
』
本
文

を
讀
む
た
め
に
あ
り
、
同
じ
く
朱
熹
『
大
學
或
問
』
は
『
大
學
章
句
』
に
據
る
際

に
參
照
す
べ
き
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
勉
學
が
進
め
ば
、
ま
ず
『
大
學
或
問
』
を

廢
し
、
次
に
『
大
學
章
句
』
を
廢
し
、
最
後
に
は
『
大
學
』
本
文
さ
え
も
自
身
の

內
に
刻
み
込
み
、
書
物
を
開
く
必
要
を
無
く
し
て
行
く（

（（
（

。

　

つ
ま
り
、林
羅
山
は
朱
熹
の
言
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、改
め
て
「
等
」
や
「
階

梯
」
を
設
け
て
學
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
强
調
し
、
そ
の
上
で
陸
九
淵
の
批
判
を
試

み
た
の
で
あ
る
。

三　

籘
原
惺
窩
の
慶
長
九
年
三
⺼
一
二
日
付
書

に

　
　
　
　

つ
い
て

　

慶
長
九
年
三
⺼
一
二
日
、
林
羅
山
の
挑
戰
的
な
書

に
對
し
て
、
藤
原
惺
窩
は

﨤
事
を
送
っ
た
。
そ
の
內
容
は
、
一
つ
一
つ
の
問
題
を
辨
別
し
て
回
答
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
林
羅
山
の
「
躐
等
」
や
「
不
經
階
梯
而
升
髙
」
あ
る
い
は
「
不
下
學

而
爲
上
逹
」
と
い
っ
た
批
判
や
「
同
志
の
者
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
最
初

に
問
い
へ
の
回
答
と
い
う
形
で
は
な
く
、
書

冐
頭
の
挨
拶
の
言
葉
と
い
う
形
で

ま
と
め
て
處
理
す
る（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
現
在
は
世
も
降
っ
て
俗
が
薄
く
な
り
、
ま
た

「
髙
き
者
は
空
虗
に
入
り
」「
卑
き
者
は
功
利
に
入
る
」
た
め
、
自
身
に
朋
友
は
な

く
、
孤
立
し
て
い
る
と
斷
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
藤
原
惺
窩
は
林
羅
山
に
よ
る
五
山

僧
の
仲
閒
で
は
な
い
か
と
い
う
問
責
を
躱
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
深
衣
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
の
贊
辭
を
躱
す（
（（
（

と
共
に
、
自
分
自
身
が
纏

う
衣
裝
に
見
合
わ
ぬ
人
閒
で
な
い
か
を
恐
れ
て
い
る（
（（
（

と
言
う
。

　

續
い
て
、
藤
原
惺
窩
は
佛
敎
の
問
題
を
深
衣
の
問
題
か
ら
獨
立
さ
せ
て
別
個
に

說
を
借
り
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
と
指
摘
し
た（

（（
（

。

「
朱
子
晚
年
定
論
」
成
立
後
は
、
そ
の
著
者
で
あ
る
王
守
仁
へ
の
批
判（

（（
（

と
共
に
、

朱
熹
と
陸
九
淵
と
の
「
同
」
と
「
異
」
の
把
握
が
思
想
史
上
の
課
題
と
な
っ
て
き

た（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
藤
原
惺
窩
が
林
羅
山
の
言
を
、
斯
か
る
議
論
を
繰
り
﨤
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
の
は
當
然
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
林
羅
山
の
書

を
受
け
取
っ
た
藤
原
惺
窩
そ
の
人
は
、
右
の
指
摘
す

な
わ
ち
林
羅
山
の
陸
九
淵
批
判
が
舶
來
書
の
文
言
を
借
り
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
、
自
身
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厄
介
な
議
論
を
挑
ま
れ
た
と
認
識
し
て

い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

藤
原
惺
窩
も
林
羅
山
も
、
一
度
は
京
都
五
山
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
出
奔
し
た

立
場
に
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
林
羅
山
の
「
等
を
躐
ゆ
る
」
や
「
階
梯
を
經
ず

し
て
髙
き
に
升
る（
（（
（

」
あ
る
い
は
「
下
學
せ
ず
し
て
上
逹
を
爲
（
す
（
（（
（

）」
と
い
っ
た

批
判
は
、
藤
原
惺
窩
に
と
っ
て
看
過
で
き
ぬ
說
得
力
を
㊒
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
も
世
俗
的
な
原
理
に
從
い
、
序
列
を
重
ん
じ
、
低
き

よ
り
高
き
へ
と
至
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
者
た
ち
こ
そ
が
儒
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
藤
原
惺
窩
や
林
羅
山
も
、
正
し
く
こ
の
意
味
で
の
儒
を
標
榜
し
て
い
た（
（（
（

。

　

な
れ
ば
こ
そ
、
林
羅
山
が
次
の
問
題
と
し
て
『
大
學
』
解
釋
に
つ
い
て
觸
れ
る

こ
と
も
、
ま
た
必
然
で
あ
ろ
う
。
經
書
と
は
、
こ
の
世
の
眞
實
が
記
さ
れ
た
書
物

に
他
な
ら
な
い
。
就
中
『
大
學
』
に
こ
そ
、「
格
物
」
か
ら
「
平
天
下
」
へ
と
至

る
段
階
、
す
な
わ
ち
「
等
」
や
「
階
梯
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
の
『
大
學
』
三
綱
領
の
理
解
に
つ
い
て
、
林
羅
山
は
藤
原
惺
窩
自
身
を
朙

確
に
批
判
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
最
中
に
唐
突
に
朱
熹
の
言
を
引
く
。
こ
れ

は
『
朱
子
語
類
』
に
由
來
す
る
言
葉
で
あ
る
も
の
の
、
よ
り
直
接
的
に
は
『
四
書

大
全
』
所
收
の
「
讀
大
學
法
」
に
據
っ
て
い
よ
う
。



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
二
五

定
し
た
。

　

そ
の
際
、
藤
原
惺
窩
は
『
孟
子（

（（
（

』
か
ら
「
朋
友
」
の
語
を
拾
っ
た（

（（
（

。
そ
こ
で
、

林
羅
山
は
こ
の
「
朋
友
」
に
着
眼
し（

（（
（

、慶
長
九
年
三
⺼
一
四
日
付
書

に
お
い
て
、

「
朋
友
」
に
關
わ
る
文
言
を
列
擧
し
て
行
く
こ
と
で
、
再
度
の
議
論
を
試
み
る
。

　

林
羅
山
は
『
論
語（
（（
（

』
の
文
言
を
引
く
こ
と
に
よ
り
、「
朋
友
」
の
話
題
に
「
仁
」

字
を
導
入
す
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
朱
㊟
の
「
仁
は
愛
の
理
、
心
の
德
」
を
確
認
し
た
上

で
、
藤
原
惺
窩
の
學
を
「
心
學
」
と
評
す（
（（
（

。

な
お
か
つ
、
林
羅
山
は
「
先
覺
」
で
あ
る
藤
原
惺
窩
と
「
後
學
」
で
あ
る
自
身

の
關
係
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
「
等
」
と
「
階
梯
」
の
重
要
性
を
强
調
す

る（
（（
（

。
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
も
『
論
語（

（（
（

』
を
引
き
、「
後
學
」
は
「
先
覺
」
の
訓
導

な
く
し
て
は
、自
分
が
無
知
で
あ
る
こ
と
さ
え
知
り
得
な
い
と
言
う
。
林
羅
山
は
、

も
し
自
分
を
受
け
入
れ
ぬ
な
ら
ば
、
藤
原
惺
窩
の
「
愛
の
理
」
は
何
處
に
あ
る
の

か
と
さ
え
言
う（

（（
（

。
然
く
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
林
羅
山
は
藤
原
惺
窩
に
敎
え
を
乞

う
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書

へ
の
﨤
答
は
存
在
し
な
い
。
單
に
傳
存
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
藤
原
惺
窩
が
默
殺
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
林
羅
山
は
翌
四
⺼
中
旬
に
更
な
る
投
書
を
行
う
。
こ
の
書

は
非
常

に
長
大
で
あ
る
た
め
、
冐
頭
部
分
を
の
み
檢
討
の
對
象
と
す
る
。
と
も
あ
れ
、
こ

の
書

で
林
羅
山
が
試
み
た
こ
と
は
朙
瞭
で
あ
る
。
先
の
二
つ
の
書

に
も
增
し

て
多
く
の
、
そ
し
て
判
斷
の
難
し
い
問
題
を
突
き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
惺

窩
に
選
擇
を
廹
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
選
擇
の
性
質
如
何
に
つ
い
て
は
、
こ

の
書

の
中
で
林
羅
山
自
身
が
朙
言
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
林
羅
山
は
、
二
度
目
の
書

に
﨤
信
が
無
い
こ
と
に
觸
れ
た
の
ち
、
陸
九

淵
批
判
で
以
て
藤
原
惺
窩
へ
の
問
責
を
再
開
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
林
羅
山
は

藤
原
惺
窩
に
揶
揄
さ
れ
た
「
諸
彥
排
陸
」
の
書
を
わ
ざ
わ
ざ
引
い
た
上
で
、「
足

語
り
、
や
は
り
愼
重
に
同
意
を
示
す（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
林
羅
山
が
十
分
に
佛
敎
を
批

判
し
た
た
め
、
ま
た
韓
愈
以
來
の
諸
儒
が
佛
敎
を
批
判
し
て
余
蘊
な
い
た
め
、
自

分
が
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
自
身
も
同
じ
心
積
も
り
が
な

い
で
は
な
い
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
朱
陸
の
「
同
」
と
「
異
」
に
つ
い
て
、
藤
原
惺
窩
は
朙
儒
の
陸
九
淵

批
判
を
濡
れ
衣
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
た
め
に
、
疑
わ
し
き
を
闕
く
態
度
を

守
っ
て
い
る
。

　

藤
原
惺
窩
自
身
は
朱
陸
の
「
異
」
を
氣
象
の
差
異
と
捉
え
て
い
る
。
氣
象
と
は

父
子
兄
弟
で
さ
え
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
同
士
な
ら
ば
尙
の
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朱
陸
の
閒
に
「
異
」
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
こ
ば
か

り
を
見
て
、「
同
」
を
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い（
（（
（

。

最
後
に
、
藤
原
惺
窩
は
『
大
學
』
解
釋
の
問
題
に
觸
れ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
藤
原
惺
窩
は
林
羅
山
の
問
い
を
心
外
と
思
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う

わ
け
か
と
問
い
﨤
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
林
羅
山
が
執
拗
に
行
っ
た
佛
敎
批
判
を
あ
っ
さ
り
と
躱
し
、

立
ち
入
っ
た
議
論
を
嫌
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
藤
原
惺
窩
は
朱
陸
の
「
同

異
」
に
つ
い
て
饒
舌
に
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
諸
彥
排
陸
」
の
書
物

を
咀
嚼
し
た
上
で
、
改
め
て
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

か
。

四　

林
羅
山
の
慶
長
九
年
三
⺼
一
四
日
付
書

と

　
　
　
　

同
年
四
⺼
中
旬
の
書

に
つ
い
て

　

藤
原
惺
窩
は
林
羅
山
が
提
示
し
た
樣
々
な
話
題
を
分
析
し
、
一
つ
一
つ
順
番
に

回
答
す
る
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
。
た
だ
、
順
序
を
無
視
し
て
高
き
を

み
、
空

虛
に
入
る
と
い
う
批
判
だ
け
は
、「
同
志
」
が
多
か
ろ
う
と
い
う
邪
推
と
共
に
否
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も
斯
う
考
え
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
朱
熹
と
陸
九
淵
の
何
處
が
「
同
」
じ

で
、
奈
邊
が
「
異
」
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。

「
同
異
」
と
は
、「
同
」
と
「
異
」
だ
っ
た
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
「
同
異
」

の
判
定
に
必
要
な
材
料
、
す
な
わ
ち
陸
九
淵
に
關
す
る
㊮
料
を
缺
く
た
め
に
、
藤

原
惺
窩
が
判
斷
を
保
留
し
よ
う
と
す
る
の
は
妥
當
で
あ
ろ
う
。

　

林
羅
山
の
場
合
、狀
況
は
さ
ら
に
込
み
入
っ
て
い
る
。
林
羅
山
は
『
知
新
日
錄
』

を
讀
む
こ
と
に
よ
り
、
嚴
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
學
が
朙

朝
に
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
に
違
い
な
い
。
林
羅
山
に
お
い
て
、
陸
王
學
は

始
め
か
ら
否
定
さ
れ
る
べ
き
學
問
で
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
斯
か
る
潮
流

を
把
握
し
て
は
い
た
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
承
知
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
異
」
を
强
調
し
て

執
拗
に
陸
九
淵
を
批
判
す
る
林
羅
山
の
腦
裏
に
あ
っ
た
「
同
異
」
の
語
の
意
味
は
、

や
は
り「
差
異
」で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。た
だ
し
、こ
の
林
羅
山
の「
異
」

が
同
時
に
「
同
」
を
も
視
界
に
入
れ
た
上
で
の
「
異
」
で
あ
っ
た
と
は
、
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
林
羅
山
が
藤
原
惺
窩
に
對
し
て
、
と
も
す
れ
ば
禮
を
失
す
る

よ
う
な
言
說
を
行
っ
た
理
由
は
奈
邊
に
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
や
は
り
林
羅
山
が

陸
九
淵
を
、
學
習
に
お
け
る
段
階
を
輕
ん
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

　

藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
は
陸
九
淵
を
閒
に
挾
み
、
ま
た
陸
九
淵
の
肩
越
し
に
王
守

仁
を
睨
み
な
が
ら
、
彼
ら
の
學
を
「
髙
遠
を
以
て
衟
と
爲
（
す
）」
る
と
解
す
る

か
否
か
の
綱
引
き
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
陸
九
淵
を
、
そ
の
肩
越
し

に
王
守
仁
を
見
つ
つ
、
彼
ら
を
庇
い
、「
異
」
で
は
な
く
「
同
」
を
見
よ
と
言
う

藤
原
惺
窩
に
對
し
て
、
林
羅
山
は
本
當
に
そ
れ
で
良
い
の
か
、
と
詰
問
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

下
素
よ
り
陸
氏
を
好
む
」
と
決
め
つ
け
る（
（（
（

。

の
み
な
ら
ず
、「
歬
に
足
下
謂
ら
く
、朱
陸
異
な
ら
ず
、人
其
の
異
な
る
を
見
て
、

其
の
同
じ
き
を
見
ず
、
と
。
夫
れ
學
豈
に
同
異
を
辯
析
す
る
爲
の
者
に
非
ざ
ら
ん

や
」
と
言
う（
（（
（

。
こ
の
言
葉
は
、
一
見
す
る
と
事
物
の
差
異
を
强
調
す
る
、
林
羅
山

の
分
析
的
傾
向
の
表
れ
の
よ
う
で
は
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
は
、
主
と
し
て
陸
九
淵
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
て
き
た
。
陸
九
淵
は
段
階
を
踏
ん
だ
學
び
を
輕
ん
じ
る
。
だ
か
ら
、
朱
熹
と

は「
異
」な
る
。
林
羅
山
が
然
く
主
張
す
る
と
、藤
原
惺
窩
は「
異
」で
は
な
く「
同
」

を
見
よ
、
と
戒
め
た
。
確
か
に
、
こ
の
や
り
取
り
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
、
分
析
的

な
林
羅
山
と
總
合
的
な
藤
原
惺
窩
の
論
爭
と
い
う
構
圖
も
成
り
立
た
な
い
で
も
な

い
。し

か
し
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
が
參
照
し
た
書
物
の
用
語
法
を
考
慮
し
た
時
に

思
い
浮
か
ぶ
「
同
異
」
の
語
の
意
味
は
、
そ
し
て
林
羅
山
が
既
に
『
知
新
日
錄
』

を
讀
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
﨤
し
た
時
に
思
い
浮
か
ぶ
「
同
異
」
の
語
の
意
味
は
、

決
し
て
「
差
異
」
で
は
あ
る
ま
い
。

　

朱
熹
と
陸
九
淵
の
閒
に
見
解
の
一
致
を
見
出
す
者
が
現
れ
る
と
、
そ
の
代
表
的

な
論
客
と
し
て
の
王
守
仁
を
批
判
す
る
文
脉
で
數
々
の
陸
九
淵
批
判
が
行
わ
れ

る
。
林
羅
山
が
用
い
た
『
學
蔀
通
辨
』
な
ど
は
、
そ
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
『
學
蔀
通
辨
』
に
お
い
て
も
、
朱
熹
の
全
生
涯
に
わ
た
り
、
全
面
的
に

陸
九
淵
と
見
解
を
「
異
」
に
し
た
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
朱
熹
が
李
侗
（
一
〇

九
三
～
一
一
六
三
）
に
師
事
す
る
歬
後
、
つ
ま
り
朱
熹
が
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～

一
一
六
三
）
に
接
近
し
て
い
た
時
朞
、
こ
の
陸
九
淵
と
出
會
う
以
歬
に
朱
熹
は
最

も
陸
九
淵
と
思
想
的
に
接
近
し
て
い
た
。
陳
建
は
然
う
言
う
。

　

斯
か
る
主
張
に
遭
遇
し
た
時
、
自
分
な
り
に
、
朱
熹
を
基
準
と
し
た
陸
九
淵
の

思
想
的
な
距
離
感
を
測
ろ
う
と
す
る
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
藤
原
惺
窩
も
林
羅
山



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
二
七

部
分
に
つ
い
て
、
林
羅
山
舊
藏
本
『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』
と

內
閣
文
庫
所
藏
『
大
學
諺
解
』、さ
ら
に
『
陽
朙
先
生
文
粹
』
と
『
陽
朙
先
生
文
錄
』

の
對
校
を
行
い
、そ
の
結
果
を
圖
示
す
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

林
羅
山
が
『
知
新
日
錄
』
を
用
い
て
い
る
と
朙
確
に
な
ろ
う
。

や
は
り
、『
知
新
日
錄
』・『
大
學
諺
解
』
と
『
陽
朙
先
生
文
粹
』・『
陽
朙
先
生
文
錄
』

の
閒
に
は
、
文
字
・
句
・
文
の
出
入
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、『
大
學
諺
解
』
が

『
陽
朙
先
生
文
粹
』
か
ら
大
幅
に
省
略
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、『
知
新
日
錄
』

と
の
一
致
が
顯
著
に
認
め
ら
れ
る
。

　

林
羅
山
の
王
守
仁
の
說
に
對
す
る
解
說
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
れ
は

「
致
知
」
に
關
す
る
部
分
と
「
格
物
」
に
關
す
る
部
分
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
歬
者
に
着
目
し
た
い
。

陽
朙
ハ
（
中
略
）
知
ヲ
良
知
ト
シ
テ
、
吾
カ
心
ノ
良
知
ヲ
致
ス
ト
ス
。
人
皆

良
知
ノ
說
ハ
、
陽
朙
ニ
始
マ
ル
ト
オ
モ
ヘ
リ
。
不
然
。
大
全
附
纂
ニ
、
吳
氏

季
子
カ
說
ヲ
引
テ
、
良
知
ヲ
致
ス
ト
云
、
又
蒙
引
ニ
モ
、
良
知
ヲ
致
ス
ト
イ

ヘ
リ
。（
中
略
）
良
知
ノ
說
、
陽
朙
ニ
始
マ
ル
ニ
ア
ラ
ス
（『
大
學
諺
解
』）

　
『
大
學
諺
解
』
か
ら
は
「
致
知
格
物
異
說
」
を
引
い
た
。「
致
知
格
物
異
說
」
で

は
、
鄭
玄
以
來
の
諸
家
に
よ
る
「
格
物
」
解
釋
が
列
擧
し
、
解
說
さ
れ
る
。
漢
文

に
よ
る
引
用
の
後
、
林
羅
山
の
解
說
が
續
く
構
成
で
あ
る
。
林
羅
山
は
王
守
仁
の

箇
所
で
非
常
に
長
大
な
引
用
を
行
う
。
林
羅
山
が
王
守
仁
に
㊟
意
を
拂
っ
て
い
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

林
羅
山
は
王
守
仁
の
說
を
「
知
ヲ
良
知
ト
シ
テ
、吾
カ
心
ノ
良
知
ヲ
致
ス
ト
ス
」

と
紹
介
す
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
說
を
否
定
す
る
こ
と
が
こ
の
箇
所
の
眼
目
な
の

か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

五　
『
大
學
諺
解
』
に
お
け
る
『
知
新
日
錄
』
の
利
用
狀
況

　
　
　
　

と
「
致
知
在
格
物
異

」
の
檢
討

　

本
節
か
ら
は
、
靑
年
朞
の
林
羅
山
の
問
題
意
識
が
如
何
な
る
落
着
を
見
た
か
に

つ
い
て
、『
大
學
諺
解
』
を
用
い
て
檢
討
し
た
い
。

林
羅
山
が
『
大
學
諺
解
』
で
利
用
す
る
書
物
は
多
岐
に
わ
た
り
、
古
㊟
の
み
な

ら
ず
、
朙
代
の
書
物
が
多
く
名
を
連
ね
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
ま
る
で
手
當

た
り
次
第
に
書
物
を
列
擧
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
實
際
に
は
林
羅
山
は
こ
れ
ら
書
物
に
次
第
を
設
け
、
整
理
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、林
羅
山
は『
大
學
章
句
』・『
大
學
或
問
』を
基
調
と
し
て
、『
四

書
大
全
』
を
始
め
と
す
る
書
物
で
補
足
す
る
と
い
う
自
ら
の
方
針
を
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
觸
れ
た
。
果
た
し
て
、
こ
の
『
大
學
』

解
釋
の
方
針
は
、㊟
釋
書
の
內
容
に
如
何
な
る
形
で
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
林
羅
山
が
王
守
仁
の
「
格
物
」
理
解
を
檢
討
す
る
箇
所
に
着
目
す
る
。

林
羅
山
が
王
守
仁
を
如
何
に
評
價
す
る
の
か
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大

學
諺
解
跋
」
に
お
け
る
林
羅
山
自
身
の
言
と
の
異
同
を
點
檢
し
た
い
。

　

王
守
仁
の
「
致
知
在
格
物
」
解
釋
に
つ
い
て
、
林
羅
山
は
「
大
學
問
」
と
「
答

顧
東
橋
」
を
用
い
て
解
說
す
る
。

國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
に
は
、
林
羅
山
舊
藏
の
宋
儀

（
一
五
一
六
～
一
五
八

〇
）撰『
陽
朙
先
生
文
粹
』（
隆
慶
六
年
序
刊
本
）が
傳
わ
る
。
こ
の『
陽
朙
先
生
文
粹
』

は
卷
第
一
に
「
大
學
問
」
を
收
錄
す
る
。
ま
た
、
や
は
り
內
閣
文
庫
に
林
鵞
峯
舊

藏
本
の
錢
寬
編
『
陽
朙
先
生
文
錄
』（
嘉
靖
一
五
年
序
刊
本
）
が
傳
わ
る
。
こ
の
『
陽

朙
先
生
文
錄
』
は
卷
第
二
に
「
答
顧
東
橋
」
を
收
錄
す
る
。
も
っ
と
も
、
林
羅
山

は
先
述
の
通
り
『
知
新
日
錄
』
を
用
い
て
王
守
仁
ら
の
說
を
解
說
す
る
。

試
み
に
、「
大
學
問
」
と
「
答
顧
東
橋
」
の
林
羅
山
が
當
該
箇
所
で
引
用
し
た



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
二
八

ノ
ハ
善
ナ
リ
。
理
ニ
ソ
ム
ク
モ
ノ
ハ
、
惡
ナ
リ
。
善
惡
分
朙
ニ
ワ
カ
レ
テ
、

マ
キ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。
故
云
、
致
知
在
格
物
。
易
說
卦
ニ
、
窮
理
ト
云
ハ
、

格（
ス
）レ
物
ノ
義
ナ
リ
（『
大
學
諺
解
』）

　
「
知
ハ
心
ノ
神
朙
」
以
下
で
、
林
羅
山
は
再
び
「
致
知
格
物
」
の
「
知
」
字
を

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
㊒
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
說
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

箇
所
で
は
一
步
進
ん
で
、
そ
の
根
據
に
ま
で
解
說
が
及
ぶ
。
林
羅
山
は
、『
四
書

大
全
』
と
『
四
書
蒙
引
』
を
根
據
に
、「
致
知
格
物
」
の
「
知
」
字
と
『
孟
子
』

の
「
良
知
」
を
結
び
つ
け
る
。
王
守
仁
が
「
良
知
」
を
「
誠
意
」
と
共
に
重
ん
じ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
。

　

ま
た
、林
羅
山
は「
格
物
」の「
格
」字
に「
ス
」と
い
う
𣷹
え
假
名
を
付
す
。「
事

物
ノ
理
ヲ
、
キ
ハ
メ
イ
タ
ス
」
と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
格
」
字
を

「
イ
タ
ス
」
と
讀
ん
で
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
幾
度
か
に
わ
た
り
、
林
羅
山
は
こ
の
「
格
（
ス
）」
と

い
う
表
記
を
行
う
。
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
皆
「
イ
タ
ス
」
と
讀
ま
ね

ば
な
る
ま
い
。

七　

林
兆
恩
の
「
格
物
」

へ
の
批
判

　

再
び
、「
致
知
格
物
異
說
」
を
用
い
て
林
兆
恩
に
對
す
る
林
羅
山
の
評
價
に
着

目
し
、
點
檢
し
た
い
。

林
子
ハ
格
（
ス
ツ
／
サ
ル
）
物
（
モ
ノ
ヲ
）
ト
ヨ
メ
リ
。
正
シ
ク
ス
ル
義
ヲ
モ
、

カ
子
タ
リ
外
物
ノ
物
ニ
ア
ラ
ス
。
事
物
ノ
物
ニ
ア
ラ
ス
。
心
ニ
少
モ
サ
ヽ
ハ

リ
ア
ル
ヲ
、
物
ト
云
ナ
リ
。（
中
略
）
心
ノ
オ
ホ
ル
ヽ
ト
コ
ロ
ヲ
ス
ツ
ル
ヲ
、

格
物
ト
ス
。
物
ス
テ
ニ
格
シ
テ
後
、
格
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
、
ナ
ヲ
格
ン
ト
ス

　

林
羅
山
は
「
人
皆
良
知
ノ
說
ハ
、
陽
朙
ニ
始
マ
ル
ト
オ
モ
ヘ
リ
。
不
然
」
と
續

け
、
以
下
で
「
致
知
」
＝
「
致
良
知
」
說
を
王
守
仁
の
獨
創
で
は
な
く
、
す
で
に

『
四
書
大
全
』
お
よ
び
『
四
書
蒙
引
』
に
見
え
る
こ
と
と
力
說
す
る
。

　

こ
こ
に
、『
四
書
大
全
』・『
四
書
蒙
引
』
が
朱
熹
と
王
守
仁
を
仲
介
し
、「
＝
」

で
結
ぶ
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
林
羅
山
の
意
圖
は
、む
し
ろ
王
守
仁
の「
致

良
知
」
說
を
、
朱
子
學
の
枠
の
中
で
說
朙
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。『
四
書
大
全
』・『
四
書
蒙
引
』
へ
の
言
及
は
、
右
の
主
張
を
支

え
る
根
據
の
提
示
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

六　
「
良
知
」
の
重
視

　

林
羅
山
は
「
致
知
」
＝
「
致
良
知
」
說
を
朱
子
學
の
枠
內
で
說
朙
可
能
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
そ
の
際
、
根
據
と
し
て
『
四
書
大
全
』・『
四
書
蒙
引
』
を
用
い
た
。

か
か
る
姿
勢
は
、
林
羅
山
の
學
問
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
林
羅
山
に
焦
點
を
當
て
、
さ
ら
な
る
檢
證
を
行
い
た
い
。

　
『
大
學
諺
解
』
か
ら
は
、『
大
學
』
經
一
章
の
「
欲
脩
其
身
者
」
以
下
に
對
應
し

た
林
羅
山
の
解
說
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
、林
羅
山
が
「
致
知
格
物
」
の
「
知
」

字
の
解
說
に
『
孟
子
』・
盡
心
上
に
見
え
る
「
良
知（
（（
（

」
を
導
入
す
る
點
に
着
目
さ

れ
た
い
。

知
ハ
心
ノ
神
朙
、
チ
心
ノ
靈
ナ
リ
。
大
全
ニ
、
吳
氏
季
子
カ
說
ヲ
ノ
セ
テ
、

孟
子
ノ
良
−知
ヲ
引
テ
、
人
生
レ
ナ
カ
ラ
ニ
シ
ル
良
知
ア
レ
ト
モ
、
ヲ
シ
ヒ

ロ
ム
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
。
コ
レ
ヲ
致
シ
キ
ワ
ム
レ
ハ
、
オ
ノ
ツ
カ
ラ
良
知
ア

ラ
ハ
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
蒙
引
ニ
モ
、
吾
之
知
識
、
是
元
㊒
底
、
所
謂
人
心
之
靈
、

莫
不
㊒
知
、
乃
良
知
也
云
云　

知
ヲ
致
ス
コ
ト
、
物
ヲ
格
ス
ニ
ア
リ
ト
ハ
、

事
物
ノ
理
ヲ
、
キ
ハ
メ
イ
タ
ス
ト
キ
ハ
、
知

チ
致
ル
ナ
リ
。
理
ニ
叶
フ
モ
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ま
た
、
林
羅
山
は
「
心
」
字
を
說
く
際
に
「
虛
」
字
に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
も

や
は
り
、
朱
熹
が
提
示
し
た
枠
組
み
に
沿
っ
た
解
說
と
言
え
る
。

問
題
は
、儒
の
「
虛
」
と
佛
老
の
「
虛
」
を
分
け
る
點
に
あ
る
。
儒
の
「
虛
」
は
、

「
虛
」
に
し
て
「
靈
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
「
虛
」
で
あ
る
だ
け
な
ら
ば
、

そ
れ
は
「
無
」
で
あ
り
、
佛
老
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
林
羅
山
が
林
兆
恩
の
「
格
物
」
解
釋
を
「
虛
」
と
評
し
た
こ
と
を
思

い
出
さ
れ
た
い
。
先
の
林
兆
恩
に
對
す
る
人
格
批
判
め
い
た
言
說
は
、
林
羅
山
が

林
兆
恩
に
佛
敎
の
影
を
見
た
が
故
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
檢
證
の
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
を
行
う
。

ま
ず
、
藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
師
弟
關
係
が
成
立
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
書

を
檢
討
し
た
。

兩
者
は
陸
九
淵
を
、
延
い
て
は
王
守
仁
の
朱
熹
か
ら
の
思
想
的
「
同
」・「
異
」

を
め
ぐ
る
議
論
し
て
い
た
。
こ
の
時
點
で
、『
知
新
日
錄
』
を
讀
ん
で
い
な
い
藤

原
惺
窩
に
對
し
て
、
林
羅
山
は
既
に
『
知
新
日
錄
』
に
觸
れ
て
い
た
。
陸
九
淵
に

對
す
る
評
價
の
濃
淡
を
書
物
の
受
容
の
差
と
捉
え
れ
ば
、
議
論
の
焦
點
も
朙
確
と

な
ろ
う
。

萬
曆
年
閒
の
王
守
仁
從
祀
解
禁
と
は
、
廣
い
視
野
で
捉
え
た
時
に
王
守
仁
も
ま

た
儒
學
就
中
朱
子
學
の
內
に
位
置
付
け
得
る
と
い
う
朙
朝
の
公
認
に
他
な
ら
な

い
。
國
家
に
よ
る
王
學
解
禁
は
、『
知
新
日
錄
』
や
『
林
子
』
を
始
め
と
す
る
王

學
を
容
認
す
る
書
物
の
出
現
を
招
い
た
。
林
羅
山
が
靑
年
朞
に
受
容
し
た
の
は
、

こ
れ
ら
萬
曆
年
閒
に
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
、
藤
原
惺
窩
も
舶
來
す
る
書
物
を
貪
欲
に
求
め
た
こ
と
に
違
い
は
あ

る
ま
い
。
し
か
し
、
藤
原
惺
窩
は
「
異
」
中
の
「
同
」
を
說
く
と
き
、
陸
九
淵
の

ル
ナ
キ
ハ
格
モ
又
物
ナ
リ
ト
キ
ラ
ヘ
リ
。
或
ハ
又
玩
物
喪
志
ノ
語
ヲ
引
テ
、

不
玩
物
ヲ
、
格
物
ト
オ
モ
ヘ
リ
。
畢
竟
林
子
カ
意
ハ
、
虛
ナ
リ
。
無
心
ナ
リ

ト
云
ニ
ス
キ
ス
（『
大
學
諺
解
』）

林
羅
山
に
よ
れ
ば
、林
兆
恩
は
心
中
の
「
不
正
」
を
棄
却
し
、な
お
も
殘
る
「
去
」

て
よ
う
と
す
る
心
の
動
き
さ
え
、「
物
」
と
見
な
し
て
「
去
」
て
よ
う
と
す
る
。

　

林
羅
山
は
、
林
兆
恩
の
「
格
」
字
解
釋
を
、「
畢
竟
林
子
カ
意
ハ
、
虛
ナ
リ
。

無
心
ナ
リ
ト
云
ニ
ス
キ
ス
」
と
評
す
る
。
王
守
仁
の
例
に
比
べ
る
と
、
林
羅
山
は

林
兆
恩
に
一
段
と
辛
辣
で
あ
る（
（（
（

。
一
體
、
林
羅
山
の
批
判
は
林
兆
恩
の
何
處
へ
と

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、『
大
學
諺
解
』
か
ら
「
朙
德
」
と
「
新
民
」
に
關
す
る
諸
說
が
竝
ぶ
「
朙

德
親
民
異
說
」
を
引
用
す
る
。

朙
德
ハ
、
心
ノ
名
ナ
リ
。
人
生
レ
テ
、
天
ヨ
リ
得
タ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
德
ハ
、

得
ナ
レ
ハ
、
此
コ
ト
ハ
リ
ヲ
、
心
ニ
エ
テ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ナ
リ
。
此
心
、
色

モ
ナ
ク
、
形
モ
ナ
キ
ヲ
、
虛
ト
云
。
虛
ナ
レ
ト
モ
、
イ
キ
テ
ハ
タ
ラ
ク
シ
ル

シ
ア
ル
ヲ
、虛
㚑
ト
云
。（
中
略
）
佛
氏
モ
老
氏
モ
、虛
ヲ
用
ユ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、

虛
ニ
シ
テ
無
ナ
リ
。
虛
ニ
シ
テ
不
㚑
ナ
リ
。
儒
者
ノ
虛
ハ
、虛
ニ
シ
テ
應
シ
、

虛
ニ
シ
テ
㚑
活
ナ
リ
。
コ
レ
其
不
同
ナ
リ
（『
大
學
諺
解
』）

特
に
、
こ
こ
で
は
「
朙
朙
德
」
に
關
す
る
部
分
を
扱
う
。「
朙
朙
德
」
の
解
釋

に
つ
い
て
は
、
朱
熹
・
王
守
仁
・
林
兆
恩
の
三
者
が
各
々
異
な
る
理
解
を
持
つ
。

『
大
學
諺
解
』
は
、「
朙
德
」
を
「
心
ノ
名
ナ
リ
。
人
生
レ
テ
、
天
ヨ
リ
得
タ
ル

ト
コ
ロ
ナ
リ
。
德
ハ
、
得
ナ
レ
ハ
、
此
コ
ト
ハ
リ
ヲ
、
心
ニ
エ
テ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル

ナ
リ
」
と
說
く
。
こ
れ
は
朱
熹
の
說
朙
か
ら
大
き
く
逸
脫
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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な
い
。
つ
ま
り
、林
羅
山
は
『
大
學
章
句
』
と
『
大
學
或
問
』
を
基
調
と
し
、　
『
四

書
大
全
』
や
『
四
書
蒙
引
』
で
補
い
、
整
理
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
果
た
し
て
林
羅
山
の
業
績
は
斯
か
る
諸
說
の
取
捨
選
擇
に
留
ま
る
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
致
知
」
＝
「
致
良
知
」
說
を
朱
子
學
の
枠
內
に
包
攝
し

よ
う
と
す
る
態
度
や
、「
格
物
」
の
讀
み
の
問
題
は
必
ず
し
も
整
理
作
業
と
い
う

枠
の
中
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
。

　

斯
か
る
特
徵
的
な
態
度
を
觀
察
し
得
る
の
は
、
林
羅
山
自
身
が
經
書
に
向
き
合

っ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
經
書
に
向
き
合
お
う
と
す
る
姿
勢

こ
そ
、
五
山
禪
林
の
學
へ
の
反
省
を
元
に
、
林
羅
山
が
學
を
志
し
た
理
由
で
あ
り
、

ま
た
藤
原
惺
窩
が
林
羅
山
を
認
め
た
理
由
で
あ
り
、
そ
し
て
林
羅
山
の
人
生
を
貫

通
す
る
學
問
上
の
特
質
で
あ
っ
た
。

　

な
ら
ば
、
如
何
な
る
理
由
の
た
め
に
、
林
羅
山
は
林
兆
恩
の
「
格
物
」
說
を
嚴

し
く
批
判
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。そ
れ
は
、や
は
り
林
羅
山
が
林
兆
恩
の
說
を「
高
」

で
あ
る
と
判
斷
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
林
羅
山
が
、
靑
年
朞
よ
り
壯

年
朞
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
持
ち
續
け
た
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。

林
羅
山
が
王
守
仁
に
も
增
し
て
林
兆
恩
に
手
嚴
し
い
の
は
、
林
兆
恩
の
說
に
心

學
の
「
髙
遠
」
さ
を
よ
り
は
っ
き
り
と
見
出
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
物
」
を
盡

く
「
去
」
て
た
後
に
、さ
ら
に
「
去
」
て
よ
う
と
す
る
心
の
動
き
さ
え
を
も
「
物
」

と
見
な
し
て
「
去
」
て
よ
う
と
す
る
。
こ
の
林
兆
恩
の
「
格
物
」
說
に
、
林
羅
山

は
心
學
の
精
華
を
見
た
。

藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
立
場
の
違
い
は
、
通
說
の
ご
と
き
、
包
攝
的
な
藤
原
惺

窩
と
純
粹
な
る
朱
子
學
者
で
あ
る
林
羅
山
の
差
異
で
は
な
い
。
藤
原
惺
窩
は
朙
末

の
思
想
狀
況
を
踏
ま
え
、朱
陸
ひ
い
て
は
朱
王
の
一
致
（
異
中
の
同
）
を
說
い
た
。

對
す
る
林
羅
山
は
、
そ
れ
を
承
知
し
な
が
ら
も
飽
き
足
ら
ず
、
朱
陸
・
朱
王
の
差

異
（
同
中
の
異
）
を
說
い
た
。
そ
し
て
、
壯
年
朞
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
朱
子
學

評
價
を
輕
々
に
下
す
こ
と
へ
の
躊
躇
い
を
吿
白
し
、
留
保
す
る
態
度
を
示
し
た
。

逆
に
、
林
羅
山
の
「
同
」
中
の
「
異
」
と
は
、
朙
朝
に
よ
る
王
學
解
禁
を
知
悉
し
、

「
同
」
の
吟
味
を
行
っ
た
上
で
の
「
異
」
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
兩
者
が
「
同
」
と
「
異
」
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す
る
際
、
陸
九
淵
に
階
梯

を
無
視
し
て
「
髙
遠
」
に
奔
る
傾
向
を
認
め
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
林
羅

山
は
藤
原
惺
窩
の
陸
九
淵
評
價
を
留
保
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
咎
め
た
。同
時
に
、

林
羅
山
は
斯
か
る
藤
原
惺
窩
の
言
說
を
「
佛
老
」
と
關
連
付
け
て
批
判
し
た
。

兩
者
の
交
涉
を
、
後
の
林
羅
山
に
よ
る
「
高
」
と
い
う
王
守
仁
・
林
兆
恩
評
價

と
倂
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
靑
年
朞
の
林
羅
山
に
お
い
て
、
心
學
へ
の
視
座
は
既

に
定
ま
っ
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
は
共
に
「
髙
遠
」
を
嫌
い
、
日
常
卑
近
な
世
界
に
向
か
う

態
度
で
通
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
同
」
と
「
異
」
を
め
ぐ
る
對
立
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
藤
原
惺
窩
も
林
羅
山
の
志
を
嘉
し
、
認
め
る
に
至
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
を
檢
討
の
對
象
と
し
て
、「
同
」
と
「
異
」

を
め
ぐ
る
林
羅
山
の
問
題
意
識
が
如
何
な
る
結
實
を
見
た
の
か
を
論
じ
る
と
共

に
、『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
、『
知
新
日
錄
』
は
㊒
力
な
㊮
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

『
大
學
諺
解
』
の
中
で
、
林
羅
山
は
「
致
知
」
＝
「
致
良
知
」
說
に
言
及
す
る

も
の
の
、
そ
の
口
吻
は
決
し
て
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
林
羅
山
は
、
王
守
仁
が

『
孟
子
』
に
見
え
る
「
良
知
」
の
語
を
重
ん
じ
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
否
定
せ
ず
、

む
し
ろ
朱
子
學
の
枠
內
で
說
朙
可
能
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
林
羅
山
は
「
格
物
」
の
「
格
」
字
を
「
イ
タ
ス
」
と
讀
み
、
王
守
仁
に

よ
る
朱
熹
の
「
格
物
」
解
釋
批
判
を
退
け
る
。

林
羅
山
の
『
大
學
』
解
釋
は
一
見
す
る
と
理
解
し
が
た
い
が
、『
大
學
諺
解
』

の
跋
で
林
羅
山
自
身
が
語
っ
た
方
針
に
徵
す
れ
ば
必
ず
し
も
不
可
解
な
も
の
で
は
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五
三
四
）刊
、『
學
蔀
通
辨
』は
嘉
靖
二
七
年（
一
五
四
八
）の
成
書
で
あ
り
、『
讀
書
錄
』

は
成
書
年
代
未
詳
。

（
９
）　

鍋
島
亞
朱
華
「
朙
末
『
四
書
』
㊟
釋
書
日
本
傳
來
後
の
受
容
と
影
響―

『
四
書
知

新
日
錄
』
を
中
心
に―

」（『
日
本
漢
文
學
硏
究
』
一
一
、
二
〇
一
六
）

（
10
）　

歬
揭
㊟
（
９
）
鍋
島
「
朙
末
『
四
書
』
㊟
釋
書
日
本
傳
來
後
の
受
容
と
影
響―

『
四

書
知
新
日
錄
』
を
中
心
に―

」（『
日
本
漢
文
學
硏
究
』
一
一
、
二
〇
一
六
）

（
11
）　

こ
の
ほ
か
、『
大
學
諺
解
』
に
は
、
諸
々
の
學
者
の
說
が
『
知
新
日
錄
』
か
ら
引

用
さ
れ
、
一
槪
に
は
說
朙
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
詳
細
な
檢
討
は
別
の
機
會
に
讓
り

た
い
。
た
だ
し
、
大
ま
か
に
共
通
す
る
の
は
、
朱
熹
の
說
を
基
準
と
し
た
場
合
の
、

距
離
感
の
見
極
め
を
眼
目
と
す
る
點
で
あ
る
。『
大
學
諺
解
』
か
ら
林
羅
山
の
言
葉

を
借
り
る
な
ら
ば
、「
朱
子
ノ
說
ヲ
、
能
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ニ
セ
ハ
（
中
略
）
ヲ
ト
ロ
ク

ヘ
カ
ラ
ス
」、
あ
る
い
は
「
イ
ワ
レ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
朱
子
ノ
說
ニ
異

ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
求
テ
、
一
說
ヲ
擧
タ
リ
」
と
な
る
。
要
す
る
に
林
羅
山
は
、
朙
朝
諸

儒
の
說
を
、
朱
熹
の
存
在
を
歬
提
と
し
た
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
認
識
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
事
跡
が
不
詳
で
、
ま
と
ま
っ
た
著
述
が
傳
存
し
て
い
な
い
、
徐
岩

泉
（
諱
お
よ
び
生
沒
年
不
詳
）
の
說
を
最
も
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
そ
の
意
圖
は
希
少
な
情
報
の
收
集
・
整
理
や
萬
曆
年
閒
の
思
想
狀
況
の
把
握
に

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
12
）　

な
お
、
藤
原
惺
窩
の
林
兆
恩
理
解
に
言
及
し
た
先
行
硏
究
と
し
て
、
兩
者
の
思
想

的
相
違
點
を
世
俗
的
な
立
場
の
違
い
か
ら
說
朙
し
た
、
中
村
安
宏
「
藤
原
惺
窩
と
林

兆
恩―

『
大
學
要
略
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
藝
硏
究
』
一
三
八
、一
九
九
五
）
が
あ
る
。

（
13
）　
「
大
朙
王
守
仁
、
作
傳
習
錄
曰
、
格
、
正
也
。
至
也
。
正
我
心
之
物
。
林
子
曰
、
格
、

棄
廢
。
放
下
外
物
、
則
本
心
靈
朙
。
二
說
非
不
高
也
」（
大
朙
の
王
守
仁
、
傳
習
錄

を
作
っ
て
曰
く
、
格
は
、
正
な
り
。
至
な
り
。
我
が
心
の
物
を
正
す
。
林
子
が
曰
く
、

格
は
、
棄
廢
な
り
。
外
物
を
放
下
す
れ
ば
、
本
心
靈
朙
な
り
。
二
說
高
か
ら
ざ
る
に

非
ず
）（「
四
書
跋
」『
羅
山
文
集
』
卷
第
五
三
、
二
丁
ウ
）

に
よ
っ
て
王
學
を
包
括
し
得
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

金
谷
治「
藤
原
惺
窩
の
儒
學
思
想
」（『
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』日
本
思
想
體
系
二
八
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
五
、
四
七
〇
頁
）

（
２
）　

歬
揭
㊟
（
１
）
金
谷
（
四
五
一
頁
）

（
３
）　

吉
田
公
平
「
朱
子
學
・
陽
朙
學
に
お
け
る
『
大
學
』」（『
江
戶
の
儒
學　
『
大
學
』

受
容
の
歷
史
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
、
六
頁
）

（
４
）　

大
島
晃
「
林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
に
つ
い
て―

そ
の
述
作
の
方
法
と
姿
勢
」（『
漢

文
學 

解
釋
與
硏
究
』
七
、
二
〇
〇
四
）

（
５
）　

兩
者
の
會
見
が
成
っ
た
段
階
で
、
藤
原
惺
窩
は
い
ま
だ
『
知
新
日
錄
』
を
讀
ん
で

い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
藤
原
惺
窩
が
林
羅
山
か
ら
『
知
新
日
錄
』
を
借
り
て
讀

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
大
島
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　

武
田
祐
樹
「
古
典
を
讀
む
と
い
う
行
爲
の
一
展
開―
抄
物
と
諺
解
の
比
較
檢
討
を

通
じ
て―

」（『
日
本
漢
文
學
硏
究
』
一
〇
、
二
〇
一
五
）、
同
「
林
羅
山
の
『
大
學
』

解
釋
を
め
ぐ
っ
て―

『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
比
較
檢
討
を
通
し
て
見

た
林
羅
山
の
朱
子
學―

」（『
日
本
漢
文
學
硏
究
』
一
一
、
二
〇
一
六
）

（
７
）　
「
日
本
自
欽
朙
佛
法
初
行
、
譬
如
爝
火
不
消
、
熾
燎
原
之
火
。（
中
略
）
陸
氏
之
於

朱
子
、
如
薰
蕕
氷
炭
之
相
反
」（
日
本
欽
朙
自
り
佛
法
初
め
て
行
は
る
、
譬
へ
ば
爝

火
消
え
ず
し
て
、
原
に
燎
ゆ
る
の
火
を
熾
す
が
如
し
。（
中
略
）
陸
氏
の
朱
子
に
於

け
る
、薰
蕕
氷
炭
の
相
反
す
る
が
如
し
）（
內
閣
文
庫
所
藏
寬
文
二
年
版
『
羅
山
文
集
』

卷
第
二
「
寄
田
玄
之
」、
二
丁
ウ―

四
丁
オ
）
以
下
、「
寄
田
玄
之
」
と
略
記
す
る
。

な
お
本
稿
で
は
、『
羅
山
文
集
』
に
つ
い
て
上
記
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
訓
讀
も
版

本
に
加
え
ら
れ
た
點
に
從
っ
て
行
う
。

（
８
）　
『
異
端
辯
正
』
は
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
の
成
書
、『
困
知
記
』
は
嘉
靖
一
三
年
（
一



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
三
二

（
14
）　
「
悲
夫
。
惡
之
易
也
、
善
之
難
也
。（
中
略
）
先
生
生
長
于
叔
世
、
志
儒
學
、
是
善

之
不
失
者
乎
」（「
寄
田
玄
之
」、
二
丁
ウ
）

（
15
）　
「
先
生
專
言
陸
氏
之
學
」（「
寄
田
玄
之
」
四
丁
オ
）

（
16
）　

歬
揭
㊟
（
７
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）　
「
是
則
、
禪
家
所
謂
不
立
文
字
之
意
乎
」（「
寄
田
玄
之
」、
四
丁
ウ
）

（
18
）　
「
足
下
所
辨
者
、
諸
彥
排
陸
之
緖
余
也
。
我
亦
閱
焉
」（「
荅
林
秀
才
」『
惺
窩
先
生

文
集
』
卷
之
第
一
〇
、
六
丁
オ
）
以
下
、「
答
林
秀
才
」
と
略
記
す
る
。

（
19
）　
「
至
近
日
王
陽
朙
因
之
、
又
集
爲
朱
子
晚
年
定
論
」（「
學
蔀
通
辨
總
序
」『
學
蔀
通

辨
』）

（
20
）　
「
歬
編
朙
朱
陸
早
同
晚
異
之
實
」（「
學
蔀
通
辨
總
序
」『
學
蔀
通
辨
』）

（
21
）　
「
嗚
呼
、
何
躐
等
也
、
何
太
早
計
也
。
不
經
階
梯
而
升
髙
、
不
蹈
躓
者
幾
希
」（「
寄

田
玄
之
」、
四
丁
ウ
）

（
22
）　
「
陸
氏
唯
不
下
學
而
爲
上
逹
、
是
豈
理
哉
」（「
寄
田
玄
之
」、
五
丁
オ
）

（
23
）　
「
若
以
我
觀
之
、
則
人
倫
皆
眞
也
。（
中
略
）
聖
人
何
廢
人
閒
世
哉
」（「
惺
窩
先
生

行
狀
」
林
羅
山
編
『
惺
窩
文
集
』）、「
余
何
爲
釋
氏
、
棄
父
母
之
恩
哉
。
且
無
後
者

不
孝
之
大
也
。
必
不
爲
之
」（『
羅
山
文
集
』
付
錄
卷
第
一
、
林
鵞
峯
編
「
羅
山
年
譜
」

慶
長
二
年
、
四
丁
オ
）

（
24
）　
「
朱
子
又
曰
、大
學
一
書
、㊒
正
經
、㊒
章
句
、㊒
或
問
。
看
來
、看
去
、不
用
或
問
、

只
看
章
句
了
、
又
只
看
正
經
了
、
久
之
自
㊒
一
部
大
學
。
在
我
胸
中
、
而
正
經
亦
不

用
矣
。
其
於
余
經
、亦
如
之
與
。
夫
象
山
頓
悟
、不
可
同
日
而
語
也
」（「
寄
田
玄
之
」、

六
丁
オ
）

（
25
）　
「
髙
者
入
空
虗
、
卑
者
入
功
利
」（「
荅
林
秀
才
」、
四
丁
ウ
）

（
26
）　
「
且
夫
儒
服
之
製
、
以
余
爲
濫
觴
者
、
亦
奚
爲
」（「
荅
林
秀
才
」、
五
丁
オ
）

（
27
）　
「
余
第
恐
其
服
不
穪
其
身
」（「
荅
林
秀
才
」、
五
丁
ウ
）

（
28
）　
「
足
下
之
所
講
、
余
無
斯
意
哉
」（「
荅
林
秀
才
」、
六
丁
オ
）

（
29
）　
「
人
見
其
異
、
不
見
其
同
」（「
荅
林
秀
才
」、
七
丁
ウ
）

（
30
）　
「
足
下
今
所
言
、
余
先
所
言
、
衡
决
不
合
、
何
哉
」（「
荅
林
秀
才
」、
八
丁
オ
）

（
31
）　
「
父
子
㊒
親
、君
臣
㊒
義
、夫
婦
㊒
別
、長
幼
㊒
序
、朋
友
㊒
信
」（『
孟
子
』滕
文
公
上
）

（
32
）　
「
傳
曰
、人
之
大
倫
是
五
、而
然
亦
朋
友
之
於
人
倫
、其
勢
若
輕
而
所
係
甚
重
」（「
荅

林
秀
才
」、
四
丁
ウ
）

（
33
）　
「
夫
好
者
、莫
若
朋
友
。
朋
友
之
事
、示
諭
已
詳
、余
其
何
言
。
雖
然
粗
擧
之
」（「
荅

田
玄
之
」『
羅
山
文
集
』
卷
第
二
、
七
丁
ウ
）
以
下
、「
荅
田
玄
之
」
と
略
記
す
る
。

（
34
）　
「
曾
子
曰
、
君
子
以
文
會
友
、
以
友
輔
仁
」（『
論
語
』
顏
淵
）、「
夫
仁
者
、
己
欲

立
而
立
人
。
己
欲
逹
而
逹
人
」（『
論
語
』
雍
也
）

（
35
）　
「
傳
曰
、
君
子
以
交
會
友
、
以
友
輔
仁
。
仁
者
、
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
逹
而
逹
人
」

（「
荅
田
玄
之
」、
八
丁
ウ
）

（
36
）　
「
夫
仁
者
、
愛
之
理
、
心
之
德
。
至
矣
、
盡
矣
。
今
若
㊒
先
生
心
學
之
德
、
廣
所

及
于
余
者
、
則
非
立
人
逹
人
之
謂
乎
」（「
荅
田
玄
之
」、
八
丁
ウ
）

（
37
）　
「
先
生
者
先
覺
也
。
後
學
者
、
必
傚
先
覺
之
所
爲
、
乃
可
以
朙
善
、
而
復
其
初
也
。

人
非
生
而
知
之
者
。
無
先
覺
之
使
其
知
其
所
不
知
、
能
其
所
不
能
、
則
其
倥
侗
顓
蒙
、

誰
能
解
之
乎
」（
先
生
は
先
覺
な
り
。
後
學
の
者
、
必
ず
先
覺
の
爲
る
所
に
傚
ふ
、

乃
ち
以
て
善
を
朙
ら
か
に
し
て
、
其
の
初
め
に
復
る
べ
し
。
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
之
を
知
る
者
に
非
ず
。
先
覺
の
其
れ
を
し
て
其
の
知
ら
ざ
る
所
を
知
り
、
其
の
能

く
せ
ざ
る
所
を
能
く
せ
し
む
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
其
の
倥
侗
顓
蒙
、
誰
か
能
く
之
を

解
か
ん
や
）（「
荅
田
玄
之
」、
八
丁
ウ
）

（
38
）　
「
子
曰
、
我
非
生
而
知
之
者
。
好
古
、
敏
以
求
之
者
也
」（『
論
語
』
述
而
）

（
39
）　
「
然
り
と
雖
ど
も
先
生
余
が
蒙
を
解
く
は
、
則
ち
必
せ
り
。
嗚
呼
、
余
に
益
あ
り
。

余
先
生
の
仁
を
輔
く
る
こ
と
能
は
ざ
る
こ
と
、則
ち
必
せ
り
。
嗚
呼
、先
生
に
損
あ
り
。

若
し
則
ち
之
を
損
者
と
謂
っ
て
余
を
拒
ま
ば
、
愛
の
理
何
く
に
か
在
ら
ん
や
」（「
荅

田
玄
之
」、
九
丁
オ
）

（
40
）　
「
足
下
素
好
陸
氏
」（「
寄
田
玄
之
」、
一
〇
丁
オ
）

（
41
）　
「
歬
足
下
謂
朱
陸
不
異
、
人
見
其
異
、
不
見
其
同
。
夫
學
豈
非
爲
辯
析
同
異
者
乎
」



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
三
三

（「
寄
田
玄
之
」、
一
〇
丁
オ
）

（
42
）　
「
孟
子
曰
、人
之
所
不
學
而
能
者
、其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、其
良
知
也
」（『
孟

子
』
盡
心
上
）

（
43
）　

逆
に
、
藤
原
惺
窩
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
格
物
」
解
釋
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、「
致
知
」

の
說
朙
で
先
取
り
す
る
形
で
示
さ
れ
る
。
林
兆
恩
の
「
格
物
」
解
釋
に
關
し
て
、
藤

原
惺
窩
と
林
羅
山
は
理
解
を
共
㊒
し
な
が
ら
も
、
評
價
を
異
に
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

兩
者
の
違
い
の
一
例
と
言
え
よ
う
。
な
お
、歬
揭
中
村
論
文
で
は
、藤
原
惺
窩
の
「
致

知
」
解
釋
に
彼
自
身
の
「
實
踐
論
」
を
見
出
し
て
い
る
。

內
閣
文
庫
所
藏
『
大
學
諺
解
』

內
閣
文
庫
所
藏
朙
版
『
知
新
日
錄
』

上
智
大
學
國
文
學
科
所
藏
朙
版　

 　

『
知
新
日
錄
』

內
閣
文
庫
所
藏
古
活
字
本

『
知
新
日
錄
』

1

夫
司
徒
旉
五
敎

夫
司
徒
旉
五
敎

夫
司
徒
旉
五
敎

天
司
徒
旉
五
敎

2

直
溫
寬
栗
剛
無
虐

無
傲

直
溫
寬
栗
剛
無
虐

無
傲

直
溫
寬
栗
剛
無
虐

無
傲

直
溫
寬
栗
剛
無
虐
訓
無
傲

3

樂
正
順
詩
畫
禮
樂
以
作
士

樂
正
順
詩
畫
禮
樂
以
作
士

樂
正
順
詩
畫
禮
樂
以
作
士

樂
正

詩
畫
禮
樂
以
作
士

4

俊
者
才
過
衆
人
之
稱

俊
者
才
過
衆
人
之
稱

俊
者
才
過
千
人
之
稱

俊
者
才
過
衆
人
之
稱

5

又
由
司
徒
聲
之
學
乎

又
由
司
徒
聲
之
學
乎

又
由
司
徒
升
之
學
乎

又
由
司
徒
聲
之
學
乎

6

孰
爲
大
學
也

孰
爲
太
學
也

孰
爲
大
學
也

孰
爲
太
學
也

7

然
則
小
學
大
學
之
設
何
謂

然
則
小
學
大
學
之
設
何
謂

然
則
小
學
大
學
之
說
何
謂

然
則
小
學
大
學
之
設
何
謂

8

如
農
圃
醫
卜
歷
象
干
支
之
類

如
農
圃
醫
卜
歷
象
干
支
之
類

如
農
圃
醫
卜
曆
象
干
支
之
類

如
農
圃
醫
卜
歷
象
干
支
之
類

9

非
若
小
衟
可
觀
君
子
不
由
者　

非
若
小
衟
可
觀
君
子
不
由
者　

非
若
小
衟
可
觀
君
子
不
由
者
也　

非
若
小
衟
可
觀
君
子
不
由
者　

10

其
視
天
下
猶
一
家

其
視
天
下
猶
一
家

其
視
天
下　

一
家

其
視
天
下
猶
一
家

11

是
其
一
體
之
仁　

雖
小
人
之
心

是
其
一
體
之
仁　

雖
小
人
之
心

是
其
一
體
之
仁
也
雖
小
人
之
心

是
其
一
體
之
仁　

雖
小
人
之
心

12

親
民
乃
所
以
朙
其
朙
德
也

親
民
乃
所
以
朙
其
朙
德
也

親
民
乃
所
以
朙
其
朙
德
也

親
民
及
所
以
朙
其
朙
德
也

13

吾
之
父
以
及
人
之
父
與
天
下
人
之
父

吾
之
父
以
及
人
之
父
與
天
下
人
之
父

無

吾
之
父
以
及
人
之
父
與
天
下
人
之
父

14

是
故
謂
之
良
知
是
則
天
命
之
性

是
故
謂
之
良
知
是
乃
天
命
之
性

是
故
謂
之
良
知
是
乃
天
命
之
性

是
故
謂
之
良
知
是
乃
天
命
之
性

15

夫
是
之
謂
格
書
言
格
于
上
下
格
于
文
祖

夫
是
之
謂
格
書
言
格
于
上
下
格
于
文
祖

夫
是
之
謂
格
書
言
格
于
上
下
格
于
文
祖

夫
是
之
謂
格
書
言
格
子
上
下
格
于
文
祖

16

眞
性
湛
然
斬
釿
截
鐵

眞
性
湛
然
斬
釘
截
鐵

眞
性
湛
然
斬
釘
截
鐵

眞
性
湛
然
斬
釘
截
鐵

17

以
諬
后
世
之
蔽
耶

以
諬
后
世
之
蔽
耶

以
諬
后
世
之
蔽
耶

以
諬
后
世
之
蔽

18

盖
大
學
格
物
之
說
自
與
係
辭
窮
理

盖
大
學
格
物
之
說
自
與
係
辭
窮
理

盖
大
學
格
物
之
說
自
與
係
辭
窮
理

盖
之
學
格
物
之
說
自
與
係
辭
窮
理

19

聲
色
感
觸
皆
屬
之
物

聲
色
感
觸
皆
屬
之
物

聲
色
感
觸
皆
屬
之
物

聲
色
感
觸
皆
居
之
物

20

已
非
可
去
々
其
物
之
累
也

已
非
可
去
々
其
物
之
累
也

已
非
可
去
々
其
物
之
累
也

乙
非
可
去
々
其
物
之
累
也



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
三
四

內
閣
文
庫
所
藏
『
大
學
諺
解
』

內
閣
文
庫
所
藏
朙
版
『
知
新
日
錄
』

上
智
大
學
國
文
學
科
所
藏
朙
版　

 　

『
知
新
日
錄
』

內
閣
文
庫
所
藏
古
活
字
本

『
知
新
日
錄
』

21

通
考
載
董
文
靖
公
槐
更
定
大
學
本

通
考
載
董
文
靖
公
槐
更
定
大
學
本

通
考
載
重
文
靖
公
槐
更
定
大
學
本

通
考
載
董
文
靖
公
槐
更
定
大
學
本

22

置
聽
訟
吾
猶
人
也
之
右

置
聽
訟
吾
猶
人
也
之
右

置
〇
［
口
＋
斥
］
訟
吾
猶
人
也
之
右

置
聽
訟
吾
猶
人
也
之
右

23

蔡
虗
齋
氏
則
提
物
㊒
本
末
一
條

蔡
虗
齋
氏
則
提
物
㊒
本
末
一
條

蔡
虗
〇
（
擦
れ
）
氏
則
提
物
㊒
本
末
一
條

蔡
虗
齋
氏
則
提
物
㊒
本
末
一
條

24

格
物
訓
解
茲
從
朱
先
生

格
物
訓
解
茲
從
朱
先
生

格
〇
〇
〇
〇
（
破
損
）
從
朱
先
生

格
物
訓
解
茲
從
朱
先
生

25

鄭
端

古
言
內

鄭
端

古
言
內

鄭
端
〇
［
ヌ
＋
見
］
古
言
內

鄭
端

古
言
內

26

載
大
學
石
經
本
以
物
本
末

載
大
學
石
經
本
以
物
本
末

載
大
學
石
經
本
以
物
本
末

載
大
學
右
經
本
以
物
本
末

27

物
㊒
本
末
之
物
余
觀
石
經

物
㊒
本
末
之
物
余
觀
石
經

物
㊒
本
末
之
物
余
觀
石
經

物
㊒
本
末
之
〇
（
扌
＋
勿
）
余
觀
右
經

28

康
誥
之
德

太
甲
之
朙
命
也

康
誥
之
德

大
甲
之
朙
命
也

康
誥
之
德

太
甲
之
朙
命
也

康
誥
之
德

大
甲
之
朙
命
也

29

歷
古
聖
賢
無
不
自
朙
其
德
也

歷
古
聖
賢
無
不
自
朙
其
德
也

歷
古
圣
賢
無
不
自
朙
其
德
也

歷
古
聖
賢
無
不
自
朙
其
德
也

30

纔
一
㊒
所
忿
懥
不
得
其
正

纔
一
㊒
所
心
便
不
得
其
正
了
不
得
其
正

纔
一
㊒
所
心
便
不
得
其
正
了
不
得
其
正

纔
一
㊒
所
心
便
不
得
其
正
了
不
得
其
正

31

莫
認
作
用
之
所
行

莫
認
作
用
之
所
行

莫
認
作
用
之
所
行

莫
認
體
用
之
所
行

32

身
㊒
所
之
身
非
誤

身
㊒
所
之
身
非
誤

身
㊒
所
之
身
非
誤

身
身
所
之
身
非
誤

33

雖
亦
出
于
人
情
而
非
天
理
之
所
宜
㊒

雖
亦
出
于
人
情
而
非
天
理
之
所
宜
㊒

雖
亦
出
於
人
情
而
非
天
理
之
所
宜
㊒

雖
亦
出
于
人
情
而
非
天
理
之
所
宜
㊒

34

古
人
立
敎
重
㊒
大
旨

古
人
立
敎
重
在
大
旨

古
人
立
敎
〇
（
破
損
）
在
大
旨

古
人
立
敎
重
在
大
旨

35

機
弩
上
機
也

機
弩
上
機
也

机
弩
上
机
也

機
弩
上
機
也

36

機
在
手
至
近
由
我
一
揆

機
在
手
至
近
由
我
一
揆

机
在
手
至
近
由
我
一
揆

機
在
手
至
近
由
我
一
揆

37

其
機
如
此
句
最
可
玩
味

其
機
如
此
句
最
可
玩
味

其
机
如
此
句
最
可
玩
味

其
機
如
此
句
最
可
玩
味

38

鄭
申
甫
曰
刑
法
也

　

申
甫
曰
刑
法
也

　

申
甫
曰
刑
法
也

　

申
甫
曰
刑
法
也

39

所
惡
於
上
此
條
是
畫
出
絜
榘

所
惡
於
上　

條
是
畫
出
絜
榘

所
惡
於
上　

條
是
畫
出
絜
榘

所
惡
於
上　

條
是
畫
出
絜
榘

40

先
愼
者
不
于
得
衆
得
國
上
于
德
上
着
力

先
愼
者
不
于
得
衆
得
國
上
于
德
上
着
力

先
愼
者
不
於
得
衆
得
國
上
於
德
上
着
力

先
愼
者
不
于
得
衆
得
國
上
于
德
上
着
力

41

無

云
爭
鬪
其
民
而
施
之

云
爭
鬪
其
民
而
施
之

云
爭
鬪
其
民
而
施
之

42

無

以
刼
奪
之
敎
然
與
曰
非
也

以
刼
奪
之
敎
然
與
曰
非
也

以
刼
奪
之
敎
然
與
曰
非
也

43

謂
爭
民
之
財
而
先
施
其
奪
于
民
也

謂
爭
民
之
財
而
先
施
其
奪
于
民
也

謂
爭
民
之
財
而
先
施
其
奪
於
民
也

謂
爭
民
之
財
而
先
施
其
奪
于
民
也

44

民
豈
不
以
奪
報
我
哉

民
豈
不
以
奪
報
我
乎

民
豈
不
以
奪
報
我
乎

民
豈
不
以
奪
報
我
乎

45

故
下
節

云
貨
悖
而
云
云

故
下
文

曰
貨
悖
而
云
云

故
下
文

曰
貨
悖
而
云
云

文
下
故

曰
貨
悖
而
云
云

46

侈
肆
放
于
禮
法

侈
肆
放
于
禮
法

侈
肆
放
於
禮
法

侈
肆
放
于
禮
法



藤
原
惺
窩
と
林
羅
山
の
交
涉
再
考

二
三
五

47

自
私
自
利
只
曉
得
箇
我
更
不
受
別
人

自
私
自
利
只
曉
得
箇
我
更
不
受
別
人

自
私
自
別
只
曉
得
箇
我
更
不
受
別
人

自
私
自
利
只
曉
得
箇
我
更
不
受
別
人

大
學
問

四
書
知
新
日
錄

大
學
諺
解

陽
朙
先
生
文
粹

是
乃
天
命
之
性

是
則
天
命
之
性

是
乃
天
命
之
性

自
然
靈
覺
者
也

自
然
㚑
覺
者
也

自
然
靈
昭
朙
覺
者
也

正
其
不
正
以
歸
於
正
也

正
其
不
正
以
歸
於
正
也

正
其
不
正
以
歸
於
正
之
謂
也

無
㊒
乎
虧
鈌
障
蔽

無
㊒
乎
虧
鈌
障
蔽

無
㊒
虧
鈌
障
蔽

答
顧
東
橋

　
　

四
書
知
新
日
錄

　
　

大
學
諺
解

　
　

陽
朙
先
生
文
錄

而
心
之
虛
靈
朙
斍
謂
之
良
知

而
心
之
虛
㚑
朙
覺
謂
之
良
知

而
心
之
虛
靈
朙
覺

所
謂
本
然
之
良
知
也

無

無

其
虛
靈
朙
覺
之
良
知

意
之
所
動
必
㊒
其
物

意
之
所
動
必
㊒
其
物

意
之
所
用
必
㊒
其
物

無

無

意
用
於
讀
書

讀
書
爲
一
物

無

無

意
用
於
聽
訟

聽
訟
爲
一
物

然
格
于
文
祖
必
純
孝
誠
敬

然
格
于
文
祖
必
純
孝
誠
敬

然
格
於
文
祖
必
純
孝
誠
敬

㊒
苗
之
頑
實
以
文
德
誕
旉

㊒
苗
之
頑
實
以
文
德
誕
旉

㊒
苗
之
訟
實
以
文
德
誕
旉

又
安
知
不
以
正
字
爲
訓

又
安
知
不
以
正
字
爲
訓

又
安
知
其
不
以
正
字
爲
訓

而
以
至
字
爲
義
乎

而
以
至
字
爲
義
乎

而
必
以
至
字
爲
義
乎

是
其
用
功
之
要
全
在
窮
字

是
其
用
功
之
要
全
在
窮
字

是
其
用
功
之
要
全
在
一
窮
字

而
曰
致
知
在
至
物
其
可
通
乎

而
曰
致
知
在
至
物
其
可
通
乎

而
直
曰
致
知
在
至
物
其
可
通
乎

則
聖
人
何
不
曰
致
知
在
窮
理

則
聖
人
何
不
曰
致
知
在
窮
理

則
聖
人
何
不
直
曰
致
知
在
窮
理

以
諬
后
世
之
蔽
耶

以
諬
后
世
之
蔽
耶

以
諬
後
世
之
蔽
邪

無

無

非
惟
不
得
格
物
之
旨
幷
窮
理
之
義
而
失
之
矣

無

無

此
後
世
之
學

而
聖
學
益
以
淺
晦
者

而
聖
學
益
以
淺
晦
者

而
聖
學
益
以
殘
晦
者

無

無

吾
子
盖
亦
未
免
承
沿
積
習
則
見
以
爲
於
衟

無

無

未
相
脗
合
不
爲
過
矣




